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平成３１年度 学校評価総括表 奈良県立奈良西養護学校
子ども一人一人の人権と人格を尊重し、発達段階や障害の特性に応じてその可能性の伸長に努める。また、社会参

教 育 目 標 加と自立を目指して主体的・意欲的に学ぶ力や生きる力を育み、人とのつながりの中で心豊かに共に生きることを 総合評価
喜ぶ人間の育成に努める。

運 営 方 針 本年度重点目標の達成をめざし、教職員一丸となってR-P-D-C-Aサイクルによる学校教育活動全般の充実・改善を
図る。

３０年度の成果と課題 本年度重点目標 具 体 的 目 標

学部間のつながりとキャリア ①主体的に生きる力を育てる教育活動の実 ・昨年までの授業研究の成果を生かし、自立活動の視点を踏まえた授
発達の視点を意識した授業づ 践 業づくりを進める。
くりに取り組み、自立活動の ・「考える力」「選ぶ力」「自分の思いを伝える力」を高める。
指導について内容やねらいを ・児童生徒が「できた」「わかった」と実感できる取組をつくる。

整理することができた。 ・ICT機器や視聴覚教材を効果的に活用した授業展開を創意工夫する。 B
地域とのつながりを意識した ②学びのつながりを意識した系統性のある ・キャリア教育の視点で、各学部のつながりを意識した教育活動を推
学習を継続して設定し、その 教育活動の推進 進・整理する。
中で新たな活動に取り組むこ ・校内支援会議等を活用し、各学部間の連携と情報共有を進める。
とができた。 ③学びを広げる教育活動の推進、地域共生 ・学部の枠を超えて、児童生徒がふれあい、学び合える場をつくる。
今後は、児童生徒の取組を地 社会の実現 ・地域の「人」「もの」「とりくみ（イベント）」を効果的に活用した
域や関係機関に知っていただ 授業・行事づくりを進める。
くと共に、積み上げてきた専 ・本校の取組を、地域の方々や教育・福祉等関係機関に積極的に情報
門的な知識を積極的に情報発 発信するとともに、説明責任をはたす。
信していく。 ④特別支援教育のセンター的機能の充実 ・全職員が特別支援教育の専門家としての自覚を持って、研修に取り

組む。
・本校が地域のセンターとして存在する取組を積極的に推進する。

⑤校務の効率化・合理化の推進 ・校務システムの効果的な活用法を検討し、校務の効率化を図る。

評価項目 具体的目標 具体的方策・評価指標 自己評価結果 成果と課題 改善方策等 学校関係者評価
（評価小項目） （評価結果の分析） （結果・分析）及び改善方策
学部間のつなが 教育課程を考える日の中で 「国語科」「図画工作科」 発達的視点を基にして
りを意識しなが カテゴリー別の班に分か 「高学年グループ学習・生 いる現在のグループ学 ○ネットトラブル・情報漏洩
ら、小学部６年 れ、「国語科」「図画工作 B 活科」について、学習指導 習のねらいと、学習指 等に対するセキュリティー
間の学習内容の 科」について、６年間で取 要領の教科の目標を基にし 導要領を基に作成した のあり方について
指標を作成する。 り組む学習内容やねらいを ながら学部で検討し、目標 目標のめやすとの整合

小 学 部 整理・検討する。 のめやすを作成した。授業 性についての検討が必 タブレットを導入しての学
作りに役立てる。 要。 習について、家庭での利用の

B ルールやフィルターのかけ方
自立活動の視点 今年度より新たに取り組む 低学年と高学年から事例児 「あさのじかん」の持 等、どのようにすすめている
を生かした実践 高学年の「はばたきタイム」 をあげ、朝の時間や学級活 ち方について、引き続 のか、教育委員会ICT係などの
力を高める。 の授業を実践しながら、ね 動での動画、個別の教育支 き学部内で共有し、今 専門家と連携して研修をする

らいや学習内容をよりよい A 援計画、個別の指導計画を 後も大事にしていくこ など、セキュリティ対策をす
ものにする。低学年の自立 基に、実態把握を行い、自 と、改善の必要のある すめてほしい、との意見をい
活動の取組について整理 立活動実態シートを作成し、 ことを整理する。高学 ただいた。
し、学部で共通確認を行う。 児童の中心課題や自立活動 年「はばたきタイム」 携帯電話等を所持している

の具体的目標を検討した。 は、取組方や集団構成 中学・高校生を対象としたス
高学年の事例児について、 などについて、児童に マートフォン安全教室を引き
自立活動の6区分27項目に即 つけたい力を基に検討 続き実施し、指導すると共に、
した実態把握、中心課題の し、より充実させてい 次年度もICT機器の利用状況や
設定を行い、はばたきタイ く。来年度の授業研究 必要なセキュリティー対策を
ムの取組が事例児の自立活 は「はばたきタイム」 踏まえ、保護者の協力のもと、
動の目標にあっているのか で実施する。 効果的な活用方法、利用のル
意見交換を行い、授業改善 ール、危険性ついて計画的に
につなげた。 指導していくこととする。
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キャリア発達の視 昨年度からの「しごと」の 授業では、生徒がわかって 職業・家庭の目標にお ○地域住民とふれ合える、とも
点・学部間のつな 授業システムの変更によ 動ける環境作りを大切にし、 いて「身近な仕事」「働 に活動する取組について
がりを意識した授 り、販売や報告会など新た 視覚的な支援や構造化に取 くことの意義」など、
業の改善に取り組 な取組を取り入れながら、 り組んだ。作業については、 職業に係る学習をすす 運動会を見学して、グラウン
む。 活動の幅を広げる中で、自 A 単にスキルアップを目指す めていく。 ドの中にいる生徒が主体的に動

己選択の機会や自発的活動 だけでなく、試行錯誤をし いており、日頃の活動の中でも
中 学 部 を促し、達成感につなげる。 ながら自分で考え解決する 地域に出向き、学校に招待して、

過程を大切にした。授業で 児童生徒の主体性が伸びる取組
制作したものを「配達」「販 をしてほしい、また地域も高齢
売」したり身近なところで 化が進んでおり、一緒に地域づ
使用したりすることで、達 くりを進めていってはどうか、

B 成感につなげた。 との意見をいただいた。
学級集団の取組で 「ホームルーム」の教育課 「ホームルーム」について 「ホームルーム」の３ 次年度は、高等部の社会参加
は、目標に即した 程の位置づけやねらいを確 学部で研修を行い、これま つの柱について、今後 学習の一環として、各自治会で
各学年、学級の活 認し共通理解する。学習内 でに取り組んできた学習内 はそれぞれのねらいに 実施されている清掃活動等の取
動を設ける中で、 容について文章化し資料を 容を整理し、３つの柱「仲 即して各クラス、学年 組に参加していくように、計画
個々の課題にせま 作成する中で、整理してい B 間作り」「集団活動」「経験」 を中心に学習内容を深 を進めていく。
る取組を行う。 く。 とした。また、教育課程上 めていく。

の位置づけとして、学習指 カフェ学習についても、来校
導要領上のねらいと照らし された方々へコーヒー等を提供
合わせ、社会、美術、職業 する活動を計画的に実施し、ボ
・家庭、自立活動に加え特 ランティアに来ていただいてい
別活動を追加した。それに る地域の方々や、他学部の児童
より、行事の事前・事後学 生徒等にコーヒー等を提供する
習、準備、練習についても、 活動を計画していく。
ホームルームの内容として
取り組むこととした。

地域社会とのつな ・他学部や保護者、地域の ・評議員会等、外部から来 ・カフェ学習の定例化 ○就学前関係機関や卒業後関係
がりを意識し様々 方とのつながりをもつカフ 客がある機会を生かして日 に向け検討し、学習活 機関との連携について
な人々との交流を ェ学習に取り組む。 頃校内で練習した成果を発 動として位置づける。
深める学習の機会 ・2学期の文化交流会に加 揮し、実際におもてなしを 就学前の施設へ、入学前の子

高 等 部 を設ける。 えて、3学期にも「しごと」 する機会を作った。 ・今後の新たな活動は、 どもの様子を学校から見に行
の授業で製作した物品販売 ・最後まで生徒のモチベー 地域の方が望む活動を き、入学後に引き継いでもらい
日を設定する。 ションを維持するために、 学習活動につなげてい たい、また、学校での取組（タ

保護者会の折には「しごと」 くという視点で検討す ブレットを使った学習等）が卒
A で制作した物品を販売し、 る。 業後の活動の場所でも継続して

「ならにしマルシェ」と名 いけるように、引き継いでもら
付けた物品の販売会を3学期 いたい、との意見をいただいた。
にも企画した。
・新たにKonomiカフェ、ト 引き続き、事業所を対象とし
ヨタカローラ富雄店での物 た学校見学会や支援会議を通じ

B 品販売を定期的に実施でき て放課後等デイサービス事業所
るようになり、2学期からは との情報共有を行い、様々な機
生徒自らが交代で営業活動 会を通じて、事業所との連携を
を始めている。 強めていきたい。
・農場班では、近大農学部 また、中度重度の生徒におけ
との連携しユニバーサル農 るICT機器の効果的活用法につ
法に取り組み大和まなの栽 いて研究・検討をすすめ、進路
培を始めた。 指導や支援の取組にいかしてい

自分の意思を表現 全生徒にタブレット、全教 ・今年度より全教室にモニ ・タブレットにとらわ く。
する多様な手段を 室にモニターを設置しその ターを設置し、各教室で生 れず、生徒の得手不得
学習する機会を作 利用方法を共有するととも 徒の持つタブレットを接続 手に合わせた手段を生
る。 に、個々に合わせた個別支 B して共有することができる 徒に提供する。

援や視覚支援をすすめる。 ようにした。教授用のタブ
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レットの利用率も高まり、 ・教室内の視覚支援の
教師が積極的に視覚支援の あり方を整理し、より ○センター的機能の役割につい
一つとしてタブレットやモ わかりやすい環境設定 て
ニターを利用し、生徒も活 を行う。
用する場面が増加している。 校区（奈良市や生駒市）の地
・タブレットによる写真等 ・個別指導スペースを 域の学校に、奈良西養護学校を
の家庭とのやりとりを通じ 準備する。 活用してもらえるように、情報
て学校での様子をよりタイ 発信してセンター的機能の充実
ムリーかつ具体的に知らせ を図ってほしい、との意見をい
ることができるようになり ただいた。
保護者からも好評を得た。

災害時の児童生徒 災害時の引き渡しに関し ８月１９日下校時に協力い 災害時のことを考え、 昨年度の就学相談や指導上の
引き渡 しに関し て、保護者と協力し合いな Ｂ ただける保護者に来校して 他学部の教師が対応す 相談について、本校に来校して
て、及び式に関し がら研修を実施し、引き渡 いただき、災害時の引き渡 ることや、保護者が迎 の相談が103件、本校から訪問

総 務 部 て計画 し実施す し方などを検証する。 し訓練を行った。迎えに来 えに来校された時、駐 しての相談が3件となっている。
る。 ていただいた児童生徒の保 車場内の整理や駐車場 今後は、状況に応じて適宜訪問
情報セキュリティ 護者と同じ学部の教師が対 から受付場所までの移 相談を行うなど、教育相談の内
ー保護の意識を高 応したため、スムーズに行 動の誘導について検討 容の充実に努める。
める。 うことができた。 する必要がある。

卒業式や入学式など視覚的 主に各式では、壁に写真や 投影する内容や職員の
支援の仕方や準備の仕方な Ｂ Ｂ 式の進行状況などをプロジ 打ち合わせの方法など ○奈良西カーニバルについて
どを教師間で意見交換しな ェクターで投影する。投影 について、当日スムー
がら進める。 する内容や写真の選択など ズに行うことができる 児童生徒が生き生きと活動し

の方針も各関係職員で話し ように計画する必要が 主体的が姿が見られた、創造性
合いをした。入学式につて ある。 が感じられた等の評価をいただ
も同じ形で視覚支援を行う いた。交流校の作品展示も素晴
予定である。 らしく、地域や家族の方がその

情報セキュリティー保護の インターネットに接続され 新システムの移行運用 作品を見に来ることで、学校の
意識を高めるために、具体 Ｂ ないサーバーの運用につい について情報収集を行 ことを知ってもらう機会のつな
的な校務システムの内容や て検討、作業を行い最も個 い、運用方法を検討し がれば良いのではないか、とい
使い方（オフィス３６５含 人情報保護が必要なデータ ていく。 う意見をいただいた。
む）を伝える。 から現在のサーバーから移

行作業を行っている。 今後も、交流校も含めた地域
の小・中学校の作品の展示も行

昨年度にまとめた 検討・整理すべき取組等を 成果：学部の教育（詳細版） 本校の教員が学校全体 い、案内していく。
「学部の教育（概 確認した上で、各学部にお の作成と編集を進めること の教育課程を確認しや
要版）」を踏まえ いて作業を進めていく。 ができた。 すいよう、主に「整理」

教 務 部 て、各学部の教育 次年度開始時に、最新の学 という視点で編集を進 ○防災について
課程における詳細 部の教育（概要版・詳細版） めてきたが、今後は「本
の検討・整理を進 A A をデータで揃えられるよう 校以外の方でも分かり 年１回実施している災害時の
める。 今年度中に準備を進める。 やすい（説明のしやす 引き渡し訓練について、毎年行
（「学部の教育（詳 課題：概要版を外部への説 い）」ということを意 うことで保護者も考える機会に
細版）」の作成・ 明などに活用しやすいよう 識して編集を行う。 なっているので、引き続き実施
編集） なレイアウト・文章にする。 してほしい、という意見をいた
自立活動の視点を 研究の日を各学部ごとに6 学部ごとにサブテーマを設 研究テーマの３年目と だいた。また、備蓄倉庫の設置
踏まえた授業づく 回設定し、自立活動の目標 定し、小学部は朝の時間と して、自立活動の目標 や近隣大学との連携も課題とし

研 究 部 りに取り組む。 ・指導内容および場面の検 はばたきタイム、中学部は を導き出すまでの道す て意見をいただいた。
証を行う。 国語・数学、高等部は生活 じの検討をし、「なん
自立活動実践交流会を実施 の授業で自立活動の視点を のために」「だれが」「い 引き渡し訓練については、あ
し、実践を校内で共有する 踏まえて授業改善ができた。 つどこで」を明らかに らゆる事態を想定した訓練を引
機会をもつ。 B B 自立活動実践交流会では、 して指導内容の考察を き続き実施していくことと、奈

各学部の授業を自立活動の 行う。 良市と連携して、災害時の対応
６区分を意識して職員全員 や避難所となった場合の運営に
でビデオ視聴し、他学部の ついて検討していく。
取組について意見交換がで
きた。
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本校の児童生徒 参加対象者のしぼり方や ・長期休業の前にスマホ安 ・警察等の外部機関と
生徒 の実態に即した 実施方法等について検 A A 全教室を年間３回計画し実 も連携しながら、指導
指導部 安全教育の充実 討し、スマホ安全教室や 施した。 内容の精選や実施人数

を図る。 自転車の安全教室を計画 ・警察や市役所の方から自 の規模など、生徒の実
し実施する。 転車の危険性についてや模 態やニーズにより応じ

擬道路を使っての歩行指導 た形で今後も継続して
をしていただき、交通安全 取り組んでいく。
教室を実施した。

児童・生徒が主 各学部の児童生徒の実態に 全校揃ってのオープニング オープニングを含め、
体的に取り組み、 合わせた内容にし、発表に や、小学部の発表も行った。 生徒の活動内容、場面
学部間のつなが 向けての取組を計画的に進 また、児童生徒中心で行う 等をもう少し整理して
りを意識して学 める。 日と保護者や来校者も来る 見直し、つながりを深
習成果を発表す 児童生徒がお互いに見たり A 日に分けたことで、より見 める日程や、活動の流
ることができる 関わったりできるように時 たり、つながりを持ったり れにしていく。
よう奈良西カー 間や場所などを工夫してい することができた。
ニバルを計画・ く。 A

文化部 実施する。
図書室内のすべ すべての本をチェックし、 すべての工程作業完了。本 図書整理（バーコード
ての本をバーコ ＩＳＢＮ番号を検索して、 をバーコードでチェックを チェック等）を、生徒
ードでのデータ バーコードを作成する。 A すると、かなりの作業軽減、 の活動やPTA、ボランテ
管理ができるよ 段階的にバーコードをつ 時間短縮になることも確認 ィアに依頼するなど仕
うにする。 け、今年度内にデータ管理 済。手順マニュアルも作成 事の効率化を探る。

ができるように進める。 済。
学校保健の重点 歯磨きサポートシート及び 年度初め、各クラス保健担 毎年度、説明を行い、
目標に基づき、 歯のみがき方の手順を、児 当者に「歯磨きサポートシ サポートシートの活用
歯磨き指導を充 童生徒の実態に即した活用 ートの記入」、取り扱いに を更に定着させる。歯
実させる。 にする。高等部において、 ついて詳細な説明を行い、 科に関する授業の位置

歯の健康についての授業を 活用が定着するように努め づけを明確にして、指
食育・ 行い、歯磨きを含む口腔ケ Ａ た。高等部では、学校歯科 導の継続を図る。
保健部 アについての知識・理解を 医、担当者教師の連携した

深め、自主的に管理できる 授業を行い、中学部では、
力を養う。 奈良県の事業を利用した授

業を行った。
食に関する指導 食に関する指導の全体計画 Ａ 掲示用資料や、中学部の合 教材作成を今後もすす
の全体計画に基 を改定し、それに基づいた 同朝の会で使用する教材を めていき、授業での活
づき、各学部で 指導を計画的にすすめる。 作成した。小学部の学級活 用を活発にするために、
の指導をすすめ 小学部、中学部において、 Ａ 動で媒体を使って手洗い指 教科担当教師とより具
る。 指導の資料や教材等を作成 導をした。授業で活用でき 体的な計画を立て、実

し、それらを活用した授業 る資料や教材等は作成中。 践する。
を啓発する。実態に合った
指導をすすめる。

ICT機器の活用を 保護者や生徒が活用しやす 「事業所ブック」、「事業所 効果的な活用の方法を
通して合理的な いように、福祉事業所など A データベースの作成に取り 検討していく。

進路 進路支援の方策 のデータの整理を進める。 組んだ。掲載する事業所数
を探求する。 を増やしていきたい。

支援部 どの学部におい 将来のためにつけたい力の
ても高等部卒業 アセスメントの作成に取り B 職員研修で保護者が将来の 小学部高学年、中学部
後の児童生徒の 組む。 B 生活に対する不安をいかに 段階での児童生徒に対
姿を思い浮かべ 抱いているかを知る機会を する将来を見据えた支
ながら、今すべ 設けた。高等部生徒は現場 援を､保護者、教員とと
き教育活動を行 実習や社会参加学習等で課 もに考える機会をつく
うために必要な 題を自ら見つける指導を重 っていく。
研修の機会を設 視した。アセスメント作成
けたり情報提供 は継続して取り組む。
を行ったりする。
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体育的行事を充実 体育的行事において、各学 ・第7回運動会は生駒市の運 ・実施方法をよく検討
させ、企画検討・ 部間の連携を図り、指導や 動会と日程が重なることか し、児童生徒が中心で主
準備・ 実施を行 内容に一貫性や系統性をも ら、10月第3土曜から日曜に 体的に参加できる全校行
う。 たせる。 異動し、運動場で実施するこ 事を計画する。来年度も
体育施設の管理を 児童生徒主体の体育的行事 とができた。各学部や各係が 10月第3日曜に開催予定。
徹底する。 にするため、他分掌との連 B 入念に準備を行い、無事に開

体 育 部 携を密に取り児童生徒の意 B 催することができた。
識関心を高める。
行事における各分掌の役割 ・大小プールの塗装修繕済 ・連絡報告の徹底をはか
を明確にし、潤滑な運営に み。 り、早期に修繕箇所を把
努める。 ・休日の運動場及び体育館使 握し対応する。
体育施設の管理を徹底させ、 用等について検討していく。
安全な施設運営をはかる。 B

小学部、中学部の 小学部では、居住地校交流 居住地校交流の充実を図る 小学部では、富雄第三小
学校間交流や居住 の充実を目指して、学部内 ために、小学部は、学部内で 学校との学校間交流につ
地校交流、高等部 で研修したり小学校との連 ねらいや計画段階で大切にす いて、両校のねらいをよ
を中心とした地域 携を図ったりする。中学部 べきことなど、年度はじめに り具体的なものにした。
との交 流を推進 の居住地校交流では、地域 確認し、各クラスで相手校と そのねらいをもとに次年
し、本校教育への の支援学級との連携を図り、 Ｂ 今年度も丁寧な打ち合わせや 度新しい形で実施した
理解に向けて取り 奈良市第6ブロックとの交流 計画を進められた。中学部で い。中学部では、今後も
組む。 集会を進める。高等部では、 Ｂ は、今年度も本校で奈良市の 居住地校との連携をとり

地域行事に積極的に参加し 特別支援学級の生徒たちと交 ながら、継続して取り組
地域交流 たり販売活動の場を開拓し 流会を実施し、レクレーショ みを深めていきたい。高
教育部 たりし、地域との結びつき ンを通じて少しずつコミュニ 等部は、販売活動を継続

をより深める。 ケーションをとりあうことが すること、地域学習の充
できた。高等部は、近隣にあ 実を図ることで、近隣地
るkonomiカフェ、トヨタカロ 域とのつながりを深めた
ーラ富雄店で生徒が作った品 い。
を販売することができるよう
になり、生徒が店に伺うこと
もできた。

本校が取り組んでいる交流 交流通信に、各学部から今ま 交流通信、ホームページ
及び共同学習について、校 で載せなかった内容を記事に を有効活用する。
内の職員や保護者、地域の Ｂ して紹介した。外部作品展等
方々にわかりやすく紹介で では、作品とともに掲示して
きるように、資料作成等を いる学校紹介パネルを更新し
行う。 た。

適正な就学（進学）夏期・冬期教育相談会を学 夏期教育相談会には、部外有 開催要項に提供できる情
と修学推進に向け 校として取り組むために職 志の教員を含め29名体制で実 報を具体的に掲載して案
て、センター的機 員全体に参加協力を呼びか A 施することができた。進路や 内したり参加者のニーズ
能および校内支援 ける。また、この機会を利 福祉サービスに関する情報提 を具体的に把握したりし
の充実を目指す。 用して、進路支援部と連携 供は4件行ったが、本校から ながら次年度改めて実施

しながら、地域の教員に向 提供したかった情報と参加者 する。
教育 けて福祉サービスや進路に とのニーズにずれがあった。
支援部 関わる情報提供の機会を設 B 校内支援会議の実施件数は学 指導や支援の難しいケー

ける。 部によって差があったが、形 スについて、支援会議の
校内支援会議の実施を積極 にこだわらずクラス以外の様 実施を継続して呼びかけ
的に呼びかけ、具体的継続 々な視点で児童生徒の支援を ていくが、形にこだわら
的な支援につながるよう計 B 考えていく環境が整ってきて ず機会を捉えてクラスで
画的に実施する。 いる。会議の目的、継続的な 抱え込まずに様々な視点

実施が必要かどうか、次回実 や立場から情報提供や意
施までに誰が何をするのかな 見交換ができる環境も大
どを明確にして実施すること 事にしていく。
ができた。
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一人ひとりを大切 児童生徒が豊かに生きてい 児童・生徒の状態像に合わせ ・多様な支援を必要とす
にする人権教育の くために、個々に配慮をし 様々な活動を通して自分の思 る児童・生徒一人ひとり
在り方 を追求す た人権教育をすすめる。 いを表現することができるよ の人権が守られるような

人権教育 る。 うな取り組みを進めることが 取り組みを進める。
推進委員 B できた。毎月11日の「人権を ・研修案内、資料の配付
会 B 確かめ合う日」において、支 などを通して研修の機会

援の在り方等について、教職 を充実させ、教職員の人
員にアナウンスした。 権意識を高める。

・「人権を確かめ合う日」
地域と共にある学校作りを 各学部等での地域との交流及 の取り組みの継続とさら
めざし、人権教育の啓発推 び共同学習、地域資源を活用 なる充実を図る。
進に努める。交流通信や人 A した授業等を通し、地域住民 ・地域住民への障害児者
権を確かめ合う日の取組等 の障害児（者）理解の啓発に 理解の啓発を引き続き進
の充実を図る。 努めた。交流通信で各学部の める。地域社会の変化や

地域との関わりの様子を教職 ニーズに応じた取り組み
員や保護者に紹介することが を検討していく。
できた。


